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をもたらす低気圧性循環は下層から発達する場合[Hendricks et al., 2004]と中層のメ
ソ渦が下層に降りて発達する場合[Bister and Emanuel, 1997]がある。これらから台
風の形成を理解するには、低気圧性渦と積雲対流活動との相互作用を理解する必要が
ある。 
最近は熱帯降雨観測衛星（Tropical Rainfall Measuring Mission(TRMM)）による
台風内部の降水強度から、潜熱を推定し熱力学構造が捕らえられ始め[Rodgers et al., 
2000]、また飛行機による直接観測から数 km スケールの強い上昇･下降流が熱､水蒸



































xcny xから yへの変換 
xfzy yが凍結して xに変換 







表 1 素過程の添え字の記号の意味。x, y, 












パ中期気象予報センターによる再解析データを用いて、東経 120-160 度、北緯 0-25
度の領域平均した値を計算領域に水平一様に与えた。領域下層は全域で海面（303K
で水平一様）とし、時間変化しない。コリオリ力は北緯 10 度の値で一定とする。台
風の種となる渦擾乱は以下の式で与えた[Nasuno and Yamasaki, 1997]。 ( )3)ˆ/(1/ˆ2 rrvv +=                 (1)  
ここで、vは 20m/s、ˆ rˆは 150kmとした。計算領域は水平 1200km×1200kmで水平
格子は 2kmとした。鉛直層は 42層で最下層 40m格子を用いて、上層ほど幅が広が

































コンターは海面気圧。1010, 1005, 1000, 990, 980, 970, 960 hPaを図示。積分開始し
てから 12時間おきに示している。図示している領域は 800km×800km。始めはあち
こちに存在していた雲が徐々に雲クラスタを形成し、中心に向かって集まり始める。 









図 3 積分時間 96 時間での軸平均した鉛直構造。縦軸が高度、横軸が台風中心から
の距離を表す。左上が全混合比（雲水、雨水､雲氷、雪、霰）の積算量、左中が接線
風速、左下が動径風速、右上が初期の温位からの偏差、右中が相対湿度、右下が鉛直
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